
山本地区では、地域の伝承文化として３つの大きな祭りが地域ぐるみで継承されています。毎年7月に行
われる祭礼では、自治会全員で祭り屋台を引き廻し、神社への奉納が行われます。

収穫後、山本鹿島神社奉納のために舞う「山本太々神楽」は明治初期から始まったといわれています。素
朴な神楽舞台での楽しい舞は見る人々の心を和ませます。

①処理場名 小宅

②供用開始年 H14

③計画人口 1030人

④管路延長 10,211m

【デザインの由来】  焼物の町であるためそのイメージとして陶器を中心に町の花である
「やまゆり」、町の鳥「うぐいす」、町の木「あかまつ」を併せて描いたデザイン

　　近隣のとちぎ田園風景百選の紹介　益子町　山本
山奥に整備された田園風景　彫刻屋台　山本代々神楽

益子町


